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佐
賀
城
址
は
、
佐
賀
港
近
く
の
城
山

頂
上
に
あ
り
、
旧
佐
賀
町
で
は
最
大
規

模
の
城
跡
で
、
山
下
一
円
を
眺
望
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
開
墾
さ
れ
て
不
明
瞭
で
は
あ
り
ま
す

が
、
詰
、
二
の
段
、
三
の
段
、
四
の
段
、

五
の
段
、
堀
切
一
条
、
竪
堀
二
条
が
残

存
し
て
い
ま
す
。

※
昭
和

４８（
１
９
７
３
）年
、
佐
賀
町
文

化
財
に
指
定
。

　
佐
賀
城
は
、
伊
与
木
城
築
城
後
、
佐

賀
安
森
山
上
に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
年
号
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
始
め
は
伊
与
木
城
主
が
佐
賀
城
を
監

督
し
て
い
た
と
い
う
古
老
の
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
土
佐
国
古
城
略

史
に
も
、「
佐
賀
城
市
街
の
東
海
岸
に

在
り
、
城
主
光
富
権
之
介
、
釆
邑
五
百

石
、
按
ず
る
に
或
る
書
に
旧
伊
与
木
弥

平
次
之
に
居
れ
り
と
言
う
、
天
正
年
間

栗
本
城
陥
り
、
一
条
家
亡
ぶ
る
に
及
ん

で
元
親
に
降
る
。
元
親
権
之
介
に
佐
賀

城
を
与
う
」
と
あ
り
、
伊
与
木
城
主
が

佐
賀
城
主
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
は
事
実

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
佐
賀
城
主
は
、
天
正
３（
１
５
７
５
）

年
、
幡
多
郡
の
諸
将
が
こ
と
ご
と
く
元

親
に
下
り
、
山
城
城
主
で
あ
っ
た
権
之

介
が
佐
賀
城
主
と
な
っ
て
か
ら
は
、
権

之
介
の
父
次
郎
兵
衛
も
佐
賀
に
住
み
、

天
正
地
検
帳
に
よ
れ
ば
、
土
地
５
町
５

反
を
給
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
録
か

ら
、
天
正
年
間
の
早
い
時
期
か
ら
、
慶

長
６（
１
６
０
１
）年
山
内
家
に
城
を
明

け
渡
す
ま
で
の
間
、
城
主
と
し
て
在
籍

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
城
主
・
光
富
家
は
、
長
宗
我
部
家
か

ら
分
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
長
宗
我
部
の
本
姓
は
奏
と
い
い
、
約

１
６
０
０
余
年
前
、
奏
の
始
皇
帝
６
代

の
孫
功
満
王
が
来
朝
し
、
仲
哀
天
皇
か

ら
奏
姓
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら

１５
代
奏
河
勝
は
聖
徳
太
子

を
助
け
て
成
功
し
、
河
勝
か
ら

２５
代
新

中
納
言
信
濃
守
能
俊
が
土
佐
国
司
と
な

り
、
任
期
満
了
後
も
土
佐
に
と
ど
ま
り
、

長
岡
長
宗
我
部
郷（
現
）を
領
地
と
し
て

所
有
し
た
の
が
、
長
宗
我
部
の
始
め
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
能
俊
か
ら

１３
代
兼
綱
の
弟
・
能
忠
が

光
富
姓
を
名
乗
っ
た
の
が
、
光
富
の
始

祖
で
す
。

　
土
佐
国
古
城
略
史
に
よ
る
と
、
佐
賀

城
主
・
光
富
権
之
介
は
豪
勇
の
士
で
あ

り
ま
し
た
。

　
天
正

１４
年
九
州
戸
次
川
の
戦
い
で
は

大
功
を
立
て
ま
し
た
が
、
身
体
に
は
重

傷
を
負
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
と
の

戦
い
（
文
禄
の
役
）
に
は
元
親
軍
に
加

わ
り
、
伊
与
木
弥
平
次
、
坂
本
六
兵
衛

ら
と
共
に
朝
鮮
に
出
陣
し
、
各
地
に
転

戦
し
て
功
を
立
て
、
こ
と
に
　
川
城
攻

撃
に
は
抜
群
の
功
を
立
て
、
元
親
に
軍

中
第
一
の
功
績
と
激
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
権
之
介
は
こ
の
戦
で
重
傷
を

負
い
、
元
親
の
命
に
よ
っ
て
内
地
帰
還

の
途
中
、
朝
鮮
忠
徳
島
で
死
亡
し
ま
し

た
。

　
権
之
介
戦
死
後
は
、
そ
の
子
・
弥
吉

郎
が
佐
賀
城
主
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
光
富
家
は
歴
代
ほ
と
ん
ど
が

権
之
介
を
襲
名
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.6

『
佐
賀
城
址
』

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
黒
潮
町
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

■ 

佐
賀
城
の
歴
史

■ 

佐
賀
城
主（
光
富
家
）

■ 

光
富
家

佐賀城址

城山から横浜方面を望む

さ
い

は
た

せ
い
せ
ん

こ
う
ま
ん
お
う

は
た
の
か
わ
か
つ

ゆ
う


